
《別紙１》

《グループ１の全意見》

●企画●

・自治会強化 和光自治会対抗和光全域サバイバルゲーム

・和光市全域を使用した運動会

・若者、若者世代を巻き込む企画

・色々なテーマでのおしゃべり会（子育て、介護、その他）

・集まり、話し合う場が少ない

・フリーマーケット、断捨離物々交換

・リサイクル持ち寄りマーケット

・カラオケ大会

・みんなで交換日記（来た人が思いのままノートにつづり、誰かがまた書いていく）

・募集の掲示板あり

・問題課題解決アイデア募集コーナー（子供が寝つかなくて困っています、ゴミの分別を

きちんとしない人がいて困っています、等）

・他の人と交流できる入室条件（ハイタッチ、カンパイ、握手）

・イベント等に興味がない人を巻き込む

〇インターネット

・インターネットバーチャルイベント

・若者の eスポーツ大会

・インターネットでまちのスポットをつなぐフェス等、何か

●仕組み●

〇働く人を巻き込む

・復職

・チャレンジ出店 土日カフェ

・働いている人が参加できる

〇連携

・お寺との連携

・他部署、他機関＆他サービスとの連携（連れてくる・周知）

・自衛隊官舎の方々と連携

・教育委員会、生涯学習との連携

・アルコイリスやバーディーゴルフにて坂下ショッピングセンターパーティー等、民間の

商売と既存の施設を再利用、有効的に活用

・企業や店舗と一緒に

・自治会館

・メルカリなどの既存のサービスとジョイントして起業等のテーマで連携

〇担い手づくり
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・連続講座からの何か実行するプロセスづくり

・いちから何か作り上げる企画

・色々な人のモチベーションづくり

・関心のある人を集めて講座や仕組みづくり

・当事者のテーマ開拓

・「あそびの森」のような企画団体をつくる

〇多世代・多文化

・高齢者を外に連れ出す

・多世代交流できるスペース

・海外（外国籍）も参加しやすい企画 多文化料理 Etc.

・多文化交流できるスペース

〇情報

・インターネットで施設を使用している人数がわかる

・今ある和光の設備を知りたい（自治会設備含め）

・回覧などの伝達方法の工夫が要

・情報発信施設を作る

・今行っているイベント情報

●スペース●

〇ルール

・お金を取ってよし

・予約なしで使える

・予約をしても、しなくても利用できる

・公共施設の貸し出しの制限の緩和

・朝も夜も使用できる

・コミュニティセンターの使い勝手の改善 直前の予約が可能等

〇設備

・Free Wi-fi

・通信インフラが無い

・カフェがある

・お茶セットが置いてある

・ゆったりとくつろげるソファのあるスペース

・図書スペースがある

・音楽が流れている

・授乳スペース、おむつ台がある

・休眠スペースの用意

〇コンセプト
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・常連がメインにならず、誰でも入りやすい空間

・実際に気軽に集まる場づくり

・ぼーっと出来るスペースの用意（来たら必ず誰かと話さなくてもＯＫ）

・ふらっと立ち寄れる、近い

・部室

・一人で来ても居心地が良い

・小さな拠点づくり、気軽に予約なし、近く

・仲間ができる

・開放的な空間

〇場所

・市民広場

・わぴあ等新しい場所でマルシェ

・空き家利用（店舗）

〇市庁舎６階交流スペース

・６Ｆ協働推進センターにプリンター等事務用品を充実させ市民活動団体を集める

・市庁舎６Ｆ交流スペース改造計画

《グループ２の全意見》

★気軽に集まることのできる場とは

●企画●

〇何かしらのキーワードで繋がることのできる会（タテ・ヨコ）

・大同窓会

・Ｗ成人式

・周年記念

〇和光市全体を使ったイベント（ＧＰＳ活用も）

・スタンプラリー

・鬼ごっこ

・宝探し

・かくれんぼ

〇巨大なものが常設されている

・大きいスクリーンで映画観賞会

・パズル

〇親しみを持つためにあだ名をつけ合うコンテスト

・インタビューを行う

・タメ口

〇フリーマーケット交換会（衣類、食器等）

〇居酒屋、酒が飲める
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〇他市の事例を紹介、見学ツアーの開催

〇持ち寄り誕生会

〇スピーチ、訴え（感染症対策を徹底し、あえて大声を出すイベント）

・青年の主張

・少年の主張

・老年の主張

〇タイムカプセル

〇色々な体験ができるフェスタ

・フットサル大会

・テニピン大会

・妊婦体験

・車いす体験

・たき火

・運動

・音楽

・防災（かまどベンチ、防災トイレの使い方）

・キャンプ

〇料理アイデアコンテスト（地産地消）

〇お掃除コンテスト（アグリパークでは実際行っている）

・割り当てた区画

・公共施設

・庭

●スペース●

〇路地（まつり 居酒屋イベント）

・駅-Ｈｏｎｄａ間の線路沿いスペース

・まちの課題発見

・エンタメ性

・自然なふれあい

〇屋上（狭山市ではふるさと納税返礼品で開放）

・ビル（夕日、花火がきれいに見える場所）

・市役所

・イトーヨーカドー

〇コンシェルジュ、コーディネーターの常設

【既にある施設の活用】

〇市民広場

〇サンアゼリア展示棟
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〇学校（教室が余っている学校がある。入りづらい）

・グランド

・体育館

・余っている教室

〇ふるさと民家園

〇本町通り（さびれているので活用したい）

〇公園（規制緩和）

・シンボルツリー

〇議会棟（使用していない時期の活用）

・コンサート

〇わぴあ

〇地下鉄車庫（過去に東京メトロと協働イベント実績あり）

〇旧保健センター

〇旧カフェ・ラベル

〇公民館

〇商業施設等の広い空間（行政との連携。イギリスは店舗にコミュニティスペースがある）

・スーパーの空きスペース（階段）

・コンビニ駐車場（ベンチを置いてカフェスペースに）

〇来やすい、集まりやすい、集めやすい場所

・駅前

・カフェっぽいスペース

・認知症カフェ（多世代交流）

〇時間が限られていないスペース（市民交流センター、わこらぼ交流スペースのもっと便利

なもの）

・コワーキングスペース

・フリーWi-Fi 環境

・資機材レンタル

・軽トラレンタル

・私書箱

・荷物置き場

《ワークショップ 投票数まとめ》

ワークショップ実施後、委員と事務局で実現したいと思う案一位に青いシール×1票、二

位に赤いシール×2票にて投票を行った。（以下青いシールは 2点、赤いシールは 1点でカ

ウント）

〇路地の活用、企画：９点
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〇屋上の活用、企画：５点

〇働く人を巻き込む：３点

〇何かしらのキーワードで繋がることのできる会

・大同窓会：３点

〇色々なテーマでのおしゃべり会：１点

〇フリマ 断捨離物々交換：１点

〇ステークホルダーとの連携の仕組み：２点

〇担い手づくり

・連続講座からの何か実行するプロセスづくり：１点

〇スペースの設備：１点

・Free Wi-Fi：２点

〇和光市全体を使ったイベント：２点

・スタンプラリー：１点

〇自治会強化 和光自治会対抗和光全域サバイバルゲーム：２点

〇スペースのルール：２点

・お金を取ってよし：１点

・予約なしで使える：１点

〇巨大なものが常設されている：１点

〇親しみを持つためにあだ名をつけ合うコンテスト：１点

〇コンシェルジュ、コーディネーターの常設：１点

〇市民広場の活用、企画：１点

〇スペースのコンセプト：１点

以上


